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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年7月27日(2017.7.27)

【公開番号】特開2016-45445(P2016-45445A)
【公開日】平成28年4月4日(2016.4.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-020
【出願番号】特願2014-171393(P2014-171393)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ  21/431    (2011.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｖ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     　　　Ｘ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   21/431    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月16日(2017.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　また、垂直接続構成では、基準映像表示装置（マスター装置）の位置によって、水平接
続ケーブルの位置が変わる。具体的には、垂直接続構成では、基準映像表示装置（マスタ
ー装置）の位置が、左上端部ＬＴ、右上端部ＲＴ，左下端部ＬＢおよび右下端部ＲＢのい
ずれかであるかによって、水平接続ケーブルの位置が変わる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９０】
　以下においては、ＣＴ／Ｖｍで表現される式の剰余を、「ＭＣ」と定義する。ここで、
一例として、ＣＴが０であり、Ｖｍが３であるとする。この場合、ＭＣは、０／３より、
０である。すなわち、ＭＣは、０／３という割り算の余りに相当する０である。また、他
の例として、ＣＴが５であり、Ｖｍが４であるとする。この場合、ＭＣは、５／４より、
１である。すなわち、ＭＣは、５／４という割り算の余りに相当する１である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４８】
　ステップＳ３１３では、通信状態切替処理ＳＴが行われる。通信状態切替処理ＳＴでは
、制御部２０は、通信処理部３３の状態を、上流方向転送停止状態に設定する。前述した
ように、上流方向転送停止状態の通信処理部３３は、出力端子３５ｂが受信したデータを
、制御部２０のみへ送信し、入力端子３５ａへ送信しない。また、上流方向転送停止状態
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の通信処理部３３は、入力端子３５ａが受信したデータ（信号）を、出力端子３５ｂへ送
信（転送）する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２９２】
　次に、前提Ｆ２における識別アドレスの算出手順について説明する。前提Ｆ２では、識
別用設定規則が水平設定規則であるため、図１４のステップＳ２３１，Ｓ２３２Ａの順で
処理が行われる。ステップＳ２３２Ａの算出処理Ｎ１では、算出部２１が、式（９）に前
提Ｆ２における各値（ｆＡＤａ＝３２，ＨＬ＝２，ＶＬ＝２，Ｈｍ＝４）を代入した式、
すなわち、（３２－１）＋２＋（２－１）×４＝３７により、最終アドレスｆＡＤを、３
７として算出する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３０２】
　前提Ｆ４では、１２台の映像表示装置１００が、図９のように行列ＭＸとしての３行４
列の行列状に配置されている。また、前提Ｆ４では、算出対象スレーブ装置は、映像表示
装置１００－１０である。また、前提Ｆ４では、ＣＴは９である。また、前提Ｆ４では、
水平数Ｈｍは４であり、垂直数Ｖｍは３である。また、前提Ｆ４では、マスター装置の位
置が左上端部ＬＴである。したがって、図１３（ａ）のように、水平隣接方向は＋Ｈ方向
であり、垂直隣接方向は＋Ｖ方向である。また、前提Ｆ４では、ケーブル接続構成が垂直
接続構成である。また、前提Ｆ４では、識別用設定規則が水平設定規則である。また、前
提Ｆ４では、起点最終アドレスｆＡＤａは、３２である。また、前提Ｆ４では、起点部分
アドレスｐＡＤａは、「１９２．１６８．１００」である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１４】
　次に、前提Ｆ５における識別アドレスの算出手順について説明する。前提Ｆ５では、識
別用設定規則が水平設定規則であるため、図１４のステップＳ２３１，Ｓ２３２Ａの順で
処理が行われる。ステップＳ２３２Ａの算出処理Ｎ１では、算出部２１が、式（９）に前
提Ｆ５における各値（ｆＡＤａ＝３２，ＨＬ＝３，ＶＬ＝１，Ｈｍ＝４）を代入した式、
すなわち、（３２－１）＋３＋（１－１）×４＝３４により、最終アドレスｆＡＤを、３
４として算出する。
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